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中
国
ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

中
国
が
ア
フ
リ
カ
諸

　

国
と
の
関
係
強
化
を
目
指
し
て
２
０
０
０
年
に
閣
僚
級
で

始
め
た
圏
際
会
議
。
０６
年
に
北
京
で
初
の
首
脳
会
議
を
開
き
、

２
回
目
は
１５
年
に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
、
３
回
目
は
今
年
９
月

に
北
東
で
開
催
し
た
。
習
近
平
国
家
主
席
は
１５
年
と
今
年
、
そ

れ
ぞ
れ
６
０
０
億
が
の
対
ア
フ
リ
カ
支
援
を
発
表
し
た
。

米
で
司
法
の
独
立
論
争

最
高
裁
長
官
ト
ラ
ン
プ
氏
に
苦
言

【
ワ
シ
ン
ト
ン
＝
海
谷
道
隆
一

米
連
邦
最
高
裁
判
所
の
ジ
ョ
ン

・
ロ
バ
ー
ツ
畏
富
は
２１
日、
声

明
を
発
表
し
、
自
身
の
惣
に
沿

わ
な
い
司
法
判
断
の
正
当
性
を

公
然
と
疑
問
視
す
る
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
に
苦
言
を
呈
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
即
座
に
反
論
し

た
。
三
権
の
う
ち
行
政
権
と
司

法
権
の
農
が
司
法
権
の
独
立
の

在
り
方
を
巡
っ
て
け
ん
制
し
合

う
異
例
の
展
開
と
な
っ
て
い

る
。発
端
は
、
不
法
移
民
の
難
民

申
請
を
制
限
す
る
大
統
領
声
明

の
効
力
を
一
時
差
し
止
め
た
、

１９
日
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

連
邦
地
裁
判
断
に
関
す
る
ト
ラ

ン
プ
氏
の
発
言
だ
つ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２０
日
、
政
権

の
移
民
政
策
を
差
し
止
め
る
な

ど
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
が
目
立
つ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
第
９
連

邦
控
訴
裁
判
所
（
日
本
の
高
等

裁
判
所
に
相
当
）
を
名
指
し
し
、

「
恥
辱
だ
。
オ
バ
マ
（
前
大
統

領
）
の
判
事
だ
。
公
正
で
な
い
」

と
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ブ
ッ
シ
ュ

（
子
）
政
権
時
に
任
命
さ
れ
、

保
守
穏
健
派
と
し
て
知
ら
れ
る

ロ
バ
ー
ツ
氏
は
、
オ
パ
マ
氏
が

任
命
し
た
判
事
が
公
正
な
司
法

を
ゆ
が
め
て
い
る
と
受
け
取
ら

れ
か
ね
な
い
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発

言
に
危
機
感
を
強
め、
声
明
を

出
し
た
と
み
ら
れ
る
。

声
明
で
ロ
バ
ー
ツ
氏
は
、「
オ

バ
マ
の
判
事
も
、
ト
ラ
ン
プ
の

判
事
も
い
な
い
。
独
立
し
た
司

法
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
、
我
々

が
感
謝
す
べ
き
こ
と
だ
」
と
指

摘
し
、
司
法
権
独
立
の
重
要
性

を
説
い
た
。
そ
の
上
で
、
判
事

は
ど
の
大
統
領
に
任
命
さ
れ
た

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
公
平
な

判
断
を
示
す
こ
と
に
全
力
を
尽

く
す
」
と
強
調
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
就
任
後
、
保

守
派
の
最
高
裁
判
事
２
人
の
任

命
に
成
功
し
、
最
高
裁
の
保
守

　　

保
守
派

簿
米
最
高
裁
の
構
成

　　　　　　

（
※
敬
称
略
）

派
優
位
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
を

支
持
層
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き

た
。
一
方
、
控
訴
裁
に
関
し

て
は
、
オ
バ
マ
前
政
権
が
８

年
間
で
１
７
９
の
定
員
の
約
３

割
に
あ
た
る
５５
人
の
判
事
を
任

命
し
、
リ
ベ
ラ
ル
派
が
優
勢
な

裁
判
所
が
多
い
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
政
策
の
菱
し
止
め
を
狙
う

訴
訟
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
判
事

が
多
数
を
占
め
る
控
訴
裁
で
起

こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ト
ラ

ン
プ
氏
が
批
判
を
続
け
て
き

た
。ロ
バ
ー
ツ
氏
の
声
明
に
対

し
・
ト
ラ
ン
プ
氏
は
一
歩
も
引

か
な
い
構
え
だ
。
２１
日
の
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
は
「
ロ
バ
ー
ツ
長
官
、

申
し
訳
な
い
が
、
爽
際
に
『
オ

バ
マ
の
判
事
』
は
存
在
し
、
国

の
安
全
に
責
任
を
負
う
人
々
と

違
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
」
と

持
論
を
繰
り
返
し
た
。

　

　　　　　　

　　　　

　　

　　

一
ぜ爾
一
路

応輸

　　　

無
料
視
聴

ア
フ
リ
カ
南
部
ザ
ン
ビ
ア
の

首
都
ル
サ
カ
か
ら
車
で
約
１
時

間
。
未
舗
装
で
街
灯
も
な
い
興

っ
脂
闇
の
夜
適
を
進
ん
だ
先
の

小
さ
な
集
落
の
家
で
、
女
性
教

師
パ
ト
リ
シ
ア
・
チ
サ
ン
グ
さ

ん
（
３８
）
が
中
国
国
営
の
中
国
国

際
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｇ
Ｔ
Ｎ
）
に
見

入
つ
て
い
た
。

　

「
政
治
が
好
き
だ
か
ら、
ニ

ュ
ー
ス
番
組
を
よ
く
見
る
わ
。

子
供
た
ち
は
ア
ニ
メ
や
教
育
番

組
が
好
き
」
。
チ
サ
ン
グ
さ
ん

宅
な
ど
集
落
の
２０
軒
に
は
８

月
、
中
国
の
支
援
で
衛
皐
受
信

機
が
般
徽
さ
れ
、
自
宅
で
テ
レ

ビ
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
約
３０
か

国
の
へ
き
地
に
あ
る
計
１
万
の

村
に
衛
星
テ
レ
ビ
放
送
を
提
供

す
る
、
中
国
政
府
の
支
援
事
業

「
方
村
通
」
の
一
環
だ
。
文
化

面
の
対
外
発
信
を
通
し
自
国
の

影
響
力
拡
大
を
図
る
中
国
の
国

家
戦
略
で
、
巨
大
経
済
圏
構
想

「
一
帯
一
路
」
を
推
進
す
る
習

漉
暇
国
家
主
席
が
２
０
１
５
年

１２
月
に
発
表
し
た
。

　

衛
星
テ
レ
ビ
で
は、
地
元
テ

レ
ビ
局
や
Ｃ
Ｇ
Ｔ
Ｎ
の
放
送
を

無
料
で
視
聴
で
き
る
。
Ｃ
Ｇ
Ｔ

Ｎ
に
は
ア
フ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
局

か
ら
引
き
抜
い
た
キ
ャ
ス
タ
ー

も
登
場
す
る
が
、
中
国
の
発
展

ぶ
り
や
対
ア
フ
リ
カ
支
援
の
成

テレビ普及；「Ｆね匡１」老憂、禿

「
新
植
民
地
主
義
」
と
批
判
も

巣
を
紹
介
す
る
な
ど
、
中
園
の

視
点
が
強
く
反
映
さ
れ
る
。

　

「
方
村
通
」
を
請
け
負
う
の

は
、
中
国
の
テ
レ
ビ
関
連
会
社

「
四
達
時
代
」
だ
。
中
国
政
府

と
の
密
接
な
関
係
を
て
こ
に
ア

フ
リ
カ
諸
国
で
テ
レ
ビ
事
業
を

展
開
。
進
出
か
ら
約
１０
年
で
３７

か
国
で
事
業
を
行
う
ま
で
に
な

っ
た
。
庵
新
星
総
裁
（
６０
）
は
１０

月
に
北
京
で
開
か
れ
た
創
業
３０

周
年
記
念
式
典
で
胸
を
張
っ

た
。

　

「
ア
フ
リ
カ
で
テ
レ
ビ
は
金

持
ち
の
特
権
で
は
な
く
な
っ

た
。
我
々
は
人
々
が
世
界
と
中

国
を
理
解
す
る
窓
を
開
い
た
」

だ
が
、
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大

の
ダ
ニ
・
マ
ド
リ
ツ
ド
モ
ラ
レ

ス
准
教
授
（
メ
デ
ィ
ア
学
）
は
、

「
中
国
の
テ
レ
ビ
に
は
、
中
国

の
負
の
側
面
は
決
し
て
流
れ
な

い
。
長
期
的
に
は
ア
フ
リ
カ
の

人
々
の
中
園
観
に
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

　　　

孔
子
学
院

　

「
ニ
ー
ハ
オ
ー
」

ア
フ
リ
カ
大
陸
沖
の
イ
ン
ド

洋
に
浮
か
ぶ
島
国
モ
ー
リ
シ
ャ

ス
。
中
園
が
建
設
を
進
め
る
工

業
団
地
近
く
の
食
肉
店
の
店
主

エ
ミ
リ
コ
・
ミ
ラ
ザ
さ
ん
（
５１
）

は、
た
ど
た
ど
し
い
中
国
語
で

中
国
人
客
と
交
流
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

ミ
ラ
ザ
さ
ん
は、
中
国
国
外

中国の映像が流れる中国国際テレビ（ＣＧＴＮ）を娘を
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英国

　

璽圏圏
Ｅ回 米国

　

璽

で
の
中
国
語
と
中
圏
文
化
の
晋

及
拠
点
「
孔
子
学
院
」
で
、
中

園
語
を
奮
っ
て
い
る
。
「
中
国

語
で
話
す
と
お
客
さ
ん
が
喜
ん

で
く
れ
る
。
い
つ
か
中
国
に
行

っ
て
み
た
い
ね
」
と
笑
っ
た
。

孔
子
学
院
は
１７
年
末
時
点

で
、
ア
フ
リ
カ
の
３９
か
国
に
弘

か
所
あ
る
。
ほ
か
に
規
模
の
小

さ
な
孔
子
教
堂
も
３０
か
所
あ

り
、
中
国
語
を
学
ぶ
人
が
急
増

中
だ
。
中
国
の
ア
フ
リ
カ
重
視
は
際

立
っ
て
い
る
。
狙
い
は
資
源
や

市
場
確
保
だ
け
で
は
な
い
。
自

国
主
導
の
新
た
な
国
際
秩
序
構

築
を
目
指
す
中
国
に
と
り
、
国

連
な
ど
で
投
票
欄
の
あ
る
ア
フ

リ
カ
５４
か
国
の
支
持
は
重
要
な

意
味
を
持
つ
か
ら
だ
。

　

９
月
に
北
東
で
開
か
れ
た

「
中
国
ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー

ラ
ム
回
」
首
脳
会
議
に
は
、
台

湾
と
外
交
関
係
を
持
つ
エ
ス
ワ

テ
ィ
ニ
（
旧
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
）

を
除
く
ア
フ
リ
カ
５３
か
国
が
参

加
し
た
。
習
氏
は
ア
フ
リ
カ
に

対
し
６
０
０
億
が
の
支
援
を
表

明
し
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍

手
を
浴
び
た
。
ア
フ
リ
カ
か
ら

の
留
学
生
受
け
入
れ
に
も
積
極

的
で
、
０３
年
に
は
２
０
０
０
人

だ
っ
た
留
学
生
数
が
１６
年
に
は

６
万
人
超
に
ま
で
増
え
た
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
で
の
中
国
の

印
象
は
比
較
的
良
い
。
世
論
調

査
会
社
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
が
１０
月
に
発
表
し
た

２５
か
国
対
象
の
調
査
で
も、
中

国
に
「
好
印
象
」
を
持
つ
と
答

え
た
人
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
７０

％
、
ケ
ニ
ア
で
６７
％
に
上
り
、

平
均
の
４５
％
を
大
き
く
上
回
っ

た
。だ
が
、
中
国
は
ア
フ
リ
カ
で
、

鉄
適
や
港
満
の
整
備
な
ど
、
採

算
を
度
外
視
し
た
多
額
の
投
融

資
も
行
っ
て
お
り
、
欧
米
か
ら

は
「
新
植
民
地
主
顎
」
と
の
批

判
も
出
て
い
る
。

米
国
の
保
守
系
政
策
研
究
機

関
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
の
ジ
ョ

シ
ュ
ア
・
メ
サ
ベ
イ
上
級
政
策

研
究
員
は
最
近
発
表
し
た
り
ポ

ー
ト
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

「
中
国
は
自
ら
を
途
上
国
の

仲
間
と
し
て
位
園
付
け
つ
つ
、

自
国
の
強
権
的
な
開
発
の
経
験

を
ア
フ
リ
カ
に
適
し
た
も
の
と

し
て
伝
授
し
よ
う
と
し
て
い

る
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　

　

昨
年
、
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
っ
て

い
た
米
朝
関
係
は
６
月
の
米
朝
首
脳

会
談
な
ど
を
経
て
、
実
質
的
に
改
善

さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
よ

る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
方
式
で
、
進
展

し
て
き
た
と
言
え
る
。

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
実
質
的

な
作
業
を
す
る
ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長

官
以
下
の
レ
ベ
ル
に
よ
る
交
渉
は
、

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
今

交渉米から歩み寄りを

月
８
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ボ
ン
ベ

ォ
氏
と
鐙
難
節
朝
鮮
労
働
党
副
委

員
長
の
会
談
が
延
期
と
な
っ
た
。
米

側
か
ら
何
も
見
返
り
を
得
ら
れ
て
い

な
い
北
朝
鮮
側
が
会
談
を
キ
ャ
ン
セ

ル
し
た
た
め
だ
。
米
朝
交
渉
は
袋
小

路
に
入
っ
て
い
る
。

こ
の
理
由
の
一
つ
は
、
６
月
の
米

朝
首
脳
会
談
で
非
核
化
を
明
確
に
定

滅
し
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
非
核
化
の
進
め
方
も
暖
昧
に
し

た
ま
ま
だ
っ
た
た
め
、
米
朝
間
で
非

核
化
に
対
す
る
考
え
方
に
食
い
違
い

寧
辺
の
核
施
設

「
活
動
を
継
続
」

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
報
告

　

【ベ
ル
リ
ン
＝
石
崎
伸
生
一

図
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

の
天
野
之
弥
事
務
局
畏
は
２２

日
・
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
理

ジ
ョ
セ
フ
・
ユ
ン

　

米
前
政
府
特
別
代
表

が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
「
非
核
化

に
は
時
間
が
か
か
る
。
急
が
な
く
て

い
い
」
と
述
べ
る
一
方
、
ポ
ン
ペ
オ

氏
ら
は
「
非
核
化
を
実
現
す
る
ま
で

何
も
見
返
り
は
与
え
な
い
」
と
主
張

す
る
な
ど
、
米
国
か
ら
北
朝
鮮
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ボ
ン

ベ
オ
氏
以
下
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
、
北

朝
鮮
の
懸
念
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
く
れ
る
と
考
え
て
お
り
、
ト
ラ
ン

プ
氏
と
の
直
接
交
渉
を
重
視
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
北
朝
鮮
は
鰯
渓
里
核
実
験

場
の
爆
破
な
ど
、
関
係
改
善
の
た
め

事
金
で
、
北
朝
鮮
が
北
西
部
・

寧
辺
の
核
施
設
で
継
続
的
に

活
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
と
報
告
し
た
。

天
野
氏
に
よ
る
と
、
軽
水
炉

で
部
品
を
搬
入
す
る
動
き
や
、

軽
水
炉
な
ど
の
冷
却
設
備
を
整

備
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
活
動

が
あ
っ
た
と
い
う
。
天
野
氏
は

「
こ
れ
ら
の
活
動
の
本
質
や
目

的
は
確
認
で
き
な
い
」
と
し
た

上
で
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
「
即

座
に
工
Ａ
Ｅ
Ａ
に
協
力
し
、
全

て
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
求

め
る
」
と
述
べ
た
。

繍
英十Ｅ
Ｕ
互
い
に
譲
歩

政

　　

「
自
由
貿
易
地
域
」
創
設
へ

　

【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
＝
横
堀
格

也
、
ロ
ン
ド
ン
＝
緒
方
賢
一
一

英
国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

離
脱
交
渉
を
巡
り
、
英
国
と

Ｅ
Ｕ
が
２２
日
、
双
方
の
将
来
の

関
係
に
関
す
る
大
枠
を
定
め
る

「
政
治
宣
言
」
に
つ
い
て
暫
定

合
憲
し
た
こ
と
で
、
離
脱
交

渉
は
大
詰
め
を
迎
え
た
。
政
治

宣
言
案
は
、
Ｂ
Ｕ
と
英
国
が
そ

れ
ぞ
れ
互
い
に
麹
り
合
う
形
で

暫
定
合
意
に
こ
ぎ
繍
け
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　　　

へ
本
文
記
事
２
面
〉

　

メ
イ
英
首
相
と
Ｅ
Ｕ
の
執
行

機
関
・
欧
州
委
員
会
の
ユ
ン

カ
ー
委
員
長
が
２１
日
に
会
談

し
、
そ
の
後
の
事
務
レ
ベ
ル
協

議
な
ど
を
経
て
暫
定
合
憲
に
至

っ
た
。
公
表
さ
れ
た
政
治
宣
言
案
に

よ
る
と
、
英
Ｂ
Ｕ
が
関
税
な
し

で
モ
ノ
の
取
引
を
行
う
「
自
由

貿
易
地
域
」
を
創
設
す
る
方
針

や
、
高
性
能
セ
ン
サ
ー
な
ど
今

後
開
発
さ
れ
る
最
新
技
術
の
導

入
で
モ
ノ
の
動
き
を
正
確
に
把

握
し
、
国
境
で
の
検
癒
を
省
く

方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
英
国
が

求
め
て
い
た
も
の
で
、
英
領
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
図
擁
衝
理

問
題
な
ど
を
巡
り
、
メ
イ
政
権

の
方
針
に
反
発
す
る
勢
力
の
理

解
を
得
る
狙
い
が
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
宣
言
案
に
は、
自
由
貿
易
地

域
を
創
設
す
る
場
合、
規
制
面

で
英
Ｅ
Ｕ
が
「
密
に
協
力
す
る
」

と
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
英
国

が
Ｅ
Ｕ
規
制
の
一
部
を
受
け
入

れ
る
こ
と
も
想
定
し
た
書
き
ぶ

り
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
一
部
の
Ｂ
Ｕ
加
盟
国

に
は
、
政
治
宣
言
案
を
巡
る

不
満
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
領
有
権

を
主
張
す
る
英
領
ジ
ブ
ラ
ル

タ
ル
の
地
位
を
巡
る
交
渉
方

法
を
問
題
視
し
て
い
る
と
い

－つ
。

　

台
湾
統
一
、

【
台
北
＝
牧
野
田
寧
一
台
湾
の

２２
の
興
・
市
の
首
畏
ら
を
選
ぶ

統
一
地
方
選
は
２４
日
に
投
開
票

さ
れ
る
。
繋
英
文
総
統
率
い
る

与
党
・
民
進
党
の
苦
戦
が
伝
え

ら
れ
る
中
、
民
進
党
が
首
長
選

で
現
有
の
１３
ポ
ス
ト
を
維
持
で

き
る
か
ど
う
か
が
焦
点
だ
。

最
大
の
注
目
は
民
進
党
が
１

９
９
８
年
か
ら
市
長
ポ
ス
ト
を

維
持
す
る
高
雄
市
だ
。
民
進
党

選
２４
日
投
票

の
圧
勝
と
思
わ
れ
た
が
、
繋
政

権
の
不
人
気
も
あ
っ
て
最
大
野

党
・
国
民
党
が
猛
追
し
、
激
し

い
競
り
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

台
北
市
畏
選
の
行
方
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。
無
所
厩
で
現
職

の
繊
巧
群
坤
氏（弱
）が
国
民・

民
進
の
両
党
候
補
に
勝
利
し
て

再
選
を
果
た
せ
ば
、
２
大
政
党

に
代
わ
る
「
第
３
勢
力
」
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
存
在
感
を
一
層

高
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

今
回
の
統
一
地
方
選
は
２
０

２
０
年
総
統
選
の
前
哨
戦
と
さ

れ
る
。
結
果
次
第
で
は
薬
氏
の

党
主
席
辞
任
に
つ
な
が
り
か
ね

ず
、
再
選
戦
略
に
影
響
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
特
に
高
雄
な
ど
、

人
口
の
約
７
割
を
占
め
る
６
大

都
市
は
服
要
視
さ
れ
、
民
進
党

は
選
挙
戦
終
盤
に
入
り
、
中
国

が
選
挙
に
介
入
し
て
い
る
と
の

主
張
を
展
開
し
、
巻
き
返
し
を

図
っ
て
い
る
。

２

　

４
日
は
１０
件
の
住
民
投
票
も

同
時
に
投
開
繋
さ
れ
る
。
福
島

な
ど
日
本
の
５
興
産
食
品
の
輸

入
解
禁
や、
２０
年
東
京
五
輪
へ

の
「
台
湾
」
名
義
で
の
参
加
申

嫡
へ
の
賛
否
も
問
わ
れ
、
結
果

が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　

　　
　

自
選
馴
蛭
凝

国
連
の
ジ
ャ
ン
ピ
エ
ー
ル
・

ラ
ク
ロ
ワ
国
連
平
和
維
持
活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
担
当
事
務
次
長
が

２２
日
、
東
京
都
内
で
読
売
新
聞

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。

ラ
ク
ロ
ワ
氏
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
派
遣

』ｏのの
け
ゴ

ロロ

　

オ
バ
マ
前
政
権
下
で
北
朝
鮮
担
当
特
別

代
表
に
任
命
さ
れ、
日
本
・
範
囲
担
当
の
国
務
次
官
禰
代
理
も
薬

任。
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
は
北
朝
鮮
に
拘
束
さ
れ
た
米
学
生
の
解

放
交
渉
を
担
つ
た
。
今
年
３
月
に
特
別
代
表
な
ど
を
辞
任
し
た
。

に
多
く
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
に
、
米
側
は
何
も
し
て
く
れ
な
い

と
不
満
を
膨
ら
せ
て
い
る
。
ど
ち
ら

か
一
方
が
何
か
を
求
め
て
い
る
時

に
、
他
方
が
何
も
与
え
な
け
れ
ば
交

渉
は
行
き
詰
ま
る
。
交
渉
を
動
か
す

に
は
、
米
国
が
北
朝
鮮
に
対
す
る
人

道
支
援
の
制
限
を
緩
和
し
た
り
、
平

壌
に
連
絡
事
務
所
を
設
置
し
た
り
す

る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
良
い
の
で
は

な
い
か
。

　

来
年
初
め
の
開
催
で
調
整
中
の
２

回
目
と
な
る
首
脳
会
談
で
は
、
米
朝

関
係
の
改
善
や
非
核
化
に
向
け
て
、

も
っ
と
具
体
的
な
も
の
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
北
朝
鮮
に
非
核
化

に
向
け
た
工
程
表
を
提
示
さ
せ
、
米

朝
双
方
が
互
い
に
ど
の
よ
う
な
描
圃

を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
を

示
す
必
要
が
あ
る
。

　

（
聞
き
手
・
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局

大
木
駿
馬
）

来
春
の
米
韓
演
習
縮
小

　　

北
非
核
化
交
渉
に
配
慮

【
ワ
シ
ン
ト
ン
＝
海
谷
適
隆
一

マ
テ
ィ
ス
米
国
防
畏
官
は
２１

日、
春
に
行
わ
れ
て
い
る
定
例

の
米
韓
合
同
軍
事
演
習
「
フ
オ

シ
ョ
ー
も
延
期
に

っ
た
内
容
だ
。

動
画
へ
の
批
判
的
な
葱
見
に
対

し
、
ド
ル
チ
ェ
＆
ガ
ッ
バ
ー
ナ
の

イ
タ
リ
ア
人
男
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

画
像
共
有
サ
ー
ビ
ス
「
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
」
に
、
中
園
を
侮
辱
す
る

よ
う
な
書
き
込
み
が
行
わ
れ
た
こ

と
か
ら
騒
ぎ
が
拡
大
。
シ
ョ
ー
に

参
加
予
定
だ
っ
た
女
優
の
チ
ャ
ン

・
ツ
ィ
イ
ー
さ
ん
ら
が
相
次
ぎ
不

参
加
を
表
明
し
、
シ
ョ
ー
は
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
「
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
は
乗
っ
取
ら
れ
た
」
と
自
身

の
書
き
込
み
で
は
な
い
と
釈
明

し
、
「
中
圏
を
愛
し
て
い
る
。
大

変
申
し
訳
な
い
」
と
す
る
コ
メ
ン

ト
を
発
表
し
た
。

ー
ル
・
イ
ー
グ
ル
」
に
関
し
、

来
春
は
縮
小
し
て
実
施
す
る
方

針
を
示
し
た
。
北
朝
鮮
と
の
非

核
化
交
渉
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
一
方
、
演
習

中
止
の
長
期
化
に
よ
る
軍
の
即

応
性
低
下
を
避
け
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
た
。

　

マ
テ
ィ
ス
氏
は
記
者
団
に
対

し
、
「（
北
朝
鮮
と
の
）
外
交
交

渉
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
な
レ
ベ

ル
に
再
編
成
さ
れ
る
」
と
述
べ

た
。
縮
小
規
模
な
ど
具
体
的
内

容
は
今
後
詰
め
る
見
通
し
だ
。

６
月
の
米
朝
首
脳
会
談
を
受

け
、
米
韓
両
政
府
は
北
朝
鮮
を

刺
激
し
な
い
た
め
に
、
夏
以
降

の
主
要
な
合
同
軍
事
演
習
を
中

止
し
て
い
る
。

「箸文化の中国を侮辱」

　

【
上
海
＝
吉
永
亜
希
子
一
イ
タ

リ
ア
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
ド
ル
チ

ェ
＆
ガ
ッ
パ
ー
ナ
」
が
中
園
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿
し
た
動
画

広
告
に
対
し
、
「
中
国
文
化
を
侮

辱
し
て
い
る
」
と
批
判
が
集
中
し
、

上
海
で
２１
日
に
予
定
し
て
い
た
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
延
期
に
追

い
込
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

動
画
は
、
ア
ジ
ア
系
の
女
性
モ

デ
ル
が
、
箸
を
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー

ク
の
よ
う
に
両
手
に
持
ち
、
ピ
ザ

を
切
る
の
に
苦
戦
す
る
な
ど
と
い

さ
れ
る
自
衛
隊
に
つ
い
て
、「
洗

練
さ
れ
た
高
い
技
術
を
持
っ
て

い
る
。
今
後
も
貫
献
し
て
く
れ

る
こ
と
を
歓
迎
し
た
い
」
と
述

べ
、
日
本
政
府
の
支
援
に
感
謝

の
慧
を
示
し
た
。

自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
は
１

９
９
２
年
以
来
、
続
い
て
い
る
。

ラ
ク
ロ
ワ
氏
は
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
活

動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
は
遵
路

状
況
が
悪
い
場
所
が
あ
る
。
日

本
の
自
衛
隊
は
そ
こ
で
技
術
を

発
揮
で
き
る
」
と
語
っ
た
。

機
チ
告

る
ル
広
）

ベ
ド
圃
ら

食
た
動
か

を
れ
の
ム

ザ
さ
ナ
ラ

ピ
判
－
グ

て
批
バ
タ

つ
が
ツ
ス

使
ど
ガ
ン

を
な
＆
イ

瞥
子
ェ
（兜雑薄鎚警告

　

伊ブランド広告「炎上」

Ｐ
Ｋ
Ｏ
は
１
９
４
８
年
の
創

設
か
ら
今
年
で
７０
年
を
迎
え

た
。
ラ
ク
ロ
ワ
氏
は
「
数
多
く
の

成
功
を
収
め
て
き
た
」
と
振
り

返
り
、「
世
界
で
は
（
人
間
へ
の
）

脅
威
が
国
境
を
超
え
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
て
い
る
」
と
現
状
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
そ
の
上
で
、

Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
璽
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
、「
活

動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
国
際

社
会
の
協
力
が
必
要
だ
」
と
訴

え
た
。
（
国
際
部

　

依
田
和
彩
）
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１
日
ー
役
日
最
高
／
最
低
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世
界
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天
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と
気
温
一
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